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1945 年 1 月 19 日には東京と名古屋以外では初め
て川崎航空機明石工場が爆撃された。






に第 313 航空団が進出して，2月 4日の神戸市街
地爆撃から参加したこと，グアム島北飛行場には
第 314 航空団が進出して，2月 25日の東京市街地
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要約：本稿は，前号に引き続き『豊橋地方空襲日誌』第二冊の 2月 1日から第三冊の 2月 14 日までを対象と






1） S.E. Morison（1960）, Victory in the Pacific 1945, History of United States Naval Operations in World War II, Vol.14, Univ. of 
Illinois Press, pp.20-25 参照。
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第 14表：1945 年 2月のマリアナ諸島からの出撃日と攻撃目標
月日 作戦番号 主要爆撃目標 航空団（出撃機数） 備考
2月 4日 24 神戸市街地 73・313（110）
2 月 8 日 27 トラック－エモン島第 1飛行場 313（31）
2 月 9 日 28 トラック－エモン島第 2飛行場 313（30）
2 月 10 日 29 中島飛行機太田製作所 73・313（120） 浜松に牽制部隊 2機
2月 11 日 30 シーサーチNo.1 313（9） 敵哨戒艇探索
2月 12 日 31 硫黄島高射砲陣地 313（21）
2 月 12 日 32 シーサーチNo.2 313（10） 敵哨戒艇探索
2月 14 日 33 シーサーチNo3 313（20） 敵哨戒艇探索
2月 15 日 34 三菱重工名古屋発動機製作所 73・313（117）
2 月 17 日 35 トラック－デュプロン島潜水艦基地 73（9）
2 月 18 日 37 トラック－第 1第 2飛行場 313（35）
2 月 19 日 38 中島飛行機武蔵製作所 73・313（35）
2 月 25 日 39 東京市街地 73・313・314（229）
（出所）小山仁示訳（1995）より作成。
第 15表：1945 年 2月のマリアナからのB29大規模本土空襲










2月 4日 神戸市街地 なし 5-6/10 69/110    0 30 2 1（ 0）
2 月 10 日 中島太田製作所 なし 1-2/10 84/120    0 16 12 11（93）
2 月 15 日 三菱名古屋発動機 なし   3/10 33/117    0 68 1 0（11）
2 月 19 日 中島武蔵野製作所 東京市街地   5/10  0/150 119 12 6 0（39）








日誌の内容に入る前に，1945 年 2 月の B‒29 に
よる第 21 爆撃機集団の本土空襲の概要を示して
おきたい。2 月中のマリアナ基地からの B-29 の
出撃は作戦任務No.24（2 月 4 日）から同No.39（2
月 25 日）まで計 14 回である。内訳は第 14 表の
通りである。このうち本土の航空機工場または大










戦の出撃機総数 446 機（うち損失機 25 機，5.6％）
に対して 2月中は同じ出撃回数 5回にもかかわら
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第 16表：1945 年 2月の市街地爆撃の投下爆弾，爆撃時間，爆撃高度
月日 主要目標 第 1目標投弾機数 主要投下爆弾 投弾時間 投弾高度（ft）
2 月 4 日 神戸市街地  69 機 E-28，T4E4 14:57 ～ 15:56 24,500 ～ 27,000
2 月 10 日 中島太田製作所  84 機 M64，M76，E28,M43 15:05 ～ 15:41 26,900 ～ 29,400
2 月 15 日 三菱名古屋発動機  33 機 M64，M17A1，Ｍ 76，M43 14:02 ～ 14:55 25,300 ～ 34,000
2 月 19 日 中島武蔵野製作所   0 機 M64，M76，M43，M17A1 14:49 ～ 15:47 24,500 ～ 30,000




街地に対してはE-28 や E-43 といった集束焼夷弾
とM64 または T4E4 という集束破砕弾の混投で
あった。爆撃時間は日本時間の 14 時台から 15 時
































































みると，2 月 1 日の 03 時の警戒警報は，サイパ
ン基地を 31 日の 20 時 55 分に出撃したWSM159
の B-29 と考えられる。米軍資料によれば，同機
は雲量 9/10 の空から東京の目標に 2000 ポンド一
般目的弾 3発を投下したことになっている。『朝



















2 ） 浜松空襲・戦災を記録する会（1973）は，市内では上島に爆弾 1発，半壊 6戸，郡部には爆弾 2発，半壊 3戸として
いる（290，292 頁）。原田良次（1973）は，「終日警報なし」と記している。
3） あいち・平和のための戦争展実行委員会（2015）『戦時下・愛知の諸記録 2015』が戦後 70 周年を記念して刊行された。
同書には，愛知県各地の防空警報時刻および気象観測爆撃機と写真撮影機を含めた米軍機来襲についての資料も掲載
されている。
4） 『朝日新聞』（1945 年 2 月 2 日付）は「一日午前九時ごろマリアナ基地のB29，二機が別々に四国南部より侵入，四国
東部および大阪湾附近を偵察ののち投弾することなく南方に脱去」と報じた。「二機」というのが気になるが，どちら
かは 3PRM31 であろう。なお，写真偵察機の作戦については工藤洋三（2011）175 頁も参照。以下も同様である。


























































































































































者は大阪に 2,000 ポンド一般目的弾 3発を，後者
は東京に 2,000 ポンド一般目的弾 3発をそれぞれ
レーダーで投下した。WSM162 について『朝日










































は日本時間の 3日 12 時 06 分に大阪に向けて出撃
したWSM166 と考えられる（第 17 表参照）。同





間の 2 日 16 時 05 分に大阪に向けて出撃した








時 21 分から 3 日 00 時 43 分と，5 時 8 分から 5
時 29 分の 2 度の警戒警報を記録している。それ
ぞれWSM164，WSM165 に相当するものと考え




















19 時 49 分・同解除 20 時 17 分）としている。
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T4E4，500 ポンド集束破砕弾を搭載した 73 航空
団の 72 機と 313 航空団の 38 機，計 110 機が日本
時間の 4日 05 時 56 分から 06 時 37 分にサイパン
およびグアム基地を出撃した。このうち 73 航空
団の 37 機が E28 を計 547 発，91.2 トン，T4E4
を 37 発，7.4 トン，313 航空団の 32 機がそれぞ
















に WSM167～169（ 大 阪， 大 阪， 神 戸 ） と
3PRM32（神戸・大阪）の B-29 および F13 が来
襲している。米軍資料によれば，WSM167 は大
阪ではなく臨機目標の新宮に，WSM168 は予定





通り大阪に，それぞれ 2,000 ポンド一般目的弾 3
発を投下，WSM169 は神戸ではなく臨機目標の











































































































































































































［解説］日誌には 2 月 5 日，6 日，7 日には
B-29 来襲の記述はない。5 日には第 17 表の
WSM170，第 18 表のWSM171，PRM33 ～ 34 の
計 4 機，6 日にはWSM172 ～ 175，PRM35 ～ 36
の計 6 機，7 日にはWSM176 ～ 178，PRM37 ～
38 の計 5 機，要するに気象観測爆撃機 9 機，写









米軍資料によれば，WSM170 は 500 ポンド集束
破砕弾 12 発を，WSM171 は 500 ポンド一般目的
弾を，WSM172 とWSM173 は 500 ポンド集束破
砕弾を，WSM174～177は500ポンド一般目的弾を，






























3PRM33 ～ 34 については目下のところ日本側の
資料で確認できていない。





それぞれ 500 ポンド集束破砕弾 14 発を投下した。
WSM181 は神戸を目標とするも機械の故障で早
期に帰還，WSM183 は機械の故障のため出撃が
中止された。WSM184 は大阪に 2,000 ポンド一般
目的弾 3発を投下した。また，3PRM40 は太田の
写真を撮影した 8）。







































8） PRM40 については，原田良次（1973）は「一四○○すぎ銚子よりB29 一機偵察来襲」と記している。








































































































1目標に 2,000 ポンド一般目的弾 3発を投下した。
マリアナ時間の 9日から 10 日にかけてWSM186











786 発を受け，全焼 16 戸，半壊 14 戸などとしている。
港湾および市街地を第 2目標としての大規模爆撃
（作戦任務 29）が行われたが，これに先立って



















て 73 航空団の 81 機，313 航空団の 35 機，合計
116 機が日本時間の 06 時 06 分～ 6 時 54 分に出
撃した。部隊は，房総半島から侵入，そのまま北
上して，霞ヶ浦の北端を IP として太田に向かっ
た。各航空団それぞれ 52 機，30 機，計 82 機が
日本時間の 15 時 05 分～ 15 時 45 分にかけて第 1
目標を目視またはレーダーで爆撃した。M64，
500 ポンド一般目的弾 518 発，129.5 トン，M76，
500 ポンド焼夷弾 140 発，35 トンが日本時間 15
時 05 分から 15 時 41 分に投下し，目標地域の屋
根面積で約755,900平方フィートに損害を与えた。
ただ，この作戦では 12 機もの損失機と死者 11 名，

















（1944-45）は，13 時 13 分警戒警報発令 13 時 31
分空襲警報発令，同解除 14 時 00 分，警戒警報解









目視で 2,000 ポンド一般目的弾 3発を，WSM188
は東京の産業地域に目視で 2,000 ポンド一般目的
45
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えたが 30 分で警報解除。その後，23 時に再び警
戒警報が発令されたが，これも 30 分で警報解除
となった。







から 14 時間と考えてよい。そこで第 20 表では




















































































































｛   ｝内は［　］内の時間に日本までの平均的飛行時間（7時間）をプラスした時間。
 （出所）「作戦要約」より作成。
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誌は 10 日の夜の 2回分と今回を合わせて 3回分
のラジオによる情報の発表がないとも述べてい




この 2 つの来襲は WSM192（名古屋）と
WSM193（東京）と考えられる。米軍資料によれ
ば，WSM192 は名古屋に，WSM193 は東京にそ
れぞれ 2,000 ポンド一般目的弾 3 発を投下した。
『朝日新聞』（1945 年 2 月 13 日付）は，12 日午前





















14） WSM189 と 3PRM44 について原田良次（1973）は，「○二○○よりB29 一機御前崎より本土に侵入，甲府－秩父－熊
谷を通過して土浦より洋上に去る」「一○五○ごろ沼津より侵入のB29一機甲府－大月をへて洋上に脱去」と記している。















































［解説］13 日は 00 時 10 分過ぎに警戒警報が発



















（大阪），19 時の 1 機はWSM196（名古屋）であ
ろう。米軍資料によれば，WSM194 は東京ではな
く鎌倉市に，WSM195 は大阪に，ESM196 は名古
屋にそれぞれ 2,000 ポンド一般目的弾 3発を投下
した。なお，WSM197 は大阪に向けて出撃したが
機械故障のため目標に到達せず早期に帰還した。




16） 豊西村空襲記録（1944‒45）は，12 日 23 時 53 分警戒警報発令，13 日 00 時 40 分同解除「遠州灘ヨリ浜松，豊橋，秋



























































































































［解説］2月 14 日は 3回の警戒警報が発令され
た。1 回目は 03 時頃に発令，03 時 20 分解除，2
回目は 09 時 15 分頃発令，10 時 20 分同解除，3
回目は 20 時頃発令，10 分後に解除となった。1








03 時頃の 1機は，WSM198（東京），09 時から
10 時にかけての 3 機は，3PRM46（名古屋），
73PRM3（東京他），73PRM4（東京他），20 時頃
の 1機はWSM199（大阪）と考えてよいだろう。
米 軍 資 料 に よ れ ば，WSM198 は 東 京 に，
WSM199 は大阪にそれぞれ 2,000 ポンド一般目的








































動向について『中部日本新聞』（1945 年 2 月 11
日付）は，中部太平洋方面は「今週はロタ島に対













（2016 年 6 月 30 日脱稿）
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